
情報コース:

パソコンを使ってロボットを動かそう

1.はじめに

最近の情報教育1こ関する話題のーつとして、プログラミング教育という言菜がメ

ディアを振1>辻ることが多くなった。七いうのも、平成29年3月に公示された新学

習指導要領において、小学校段階でのプログラミング教育がし、修化されることになっ

たからである。プログラミング教育というとプログラミング禽隔吾(CやJava)を用いて、

コーティングを行'うのでは、と恩うかもしれない。もちろノνそのようなプログラミン

グ言語を修得するといシ意畩で使うこともあるのだが、新学習指導要領においてのプ

ログラミング教育は、プログラミング的思弩を学ぶといシ意味で使われており、その、

ことに重きが置かれている。

ちょうど今鬮、中学生女子を刈'象に1璽数一・旧体験授業の恬゛R=ースが開講されるこ

とになったので、今圃はこのプログラミング教育に関連した内容にすることにした。

2.授業の流れ

本授業では、以下のことをおこなった。

1.教科・「恬縦」とは何か

2.ブログラミングとブ'ログラミング教青'の述い

3、アルゴリズムとは何か

4.ロボットを細.み立て、パソニンでプログラミングをtる

5.ロポットにプログラムを転送して膨功吋、

情報科山 口

1、では、中学校では情鞁という科罫が存在しないけ孜密には技術家庭の技術の一分

里"こともあり、商校で情報の科爾が必須化になった背景を紹介した。あわせて文部

科学省の有識者会議において議諭された、これから必要な資質・能力についても説明

し、特にその中でも清幸W舌用能力というのが注目されていることを述べた。

2.では、プログラミング教育についての解説をした。最初にも述べたように、現代

に郭ける「プログラミング教育」は大きく2つの意昧がある。それらの違いにっいて

説明をした。

3、では、プログラミング教育におけるブログラミング的思灣とは何かということに

ついて、トランプを数字の小さい順に並べるという手順を例に挙げて説明をおこなっ

た。とぴ那祭、アルゴリズムとフローチャートにく)いて紹介し、プログラミンクΥ均思芳

が身に付くと、適切なフローチャートが作れることを説明Lた。
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4.では、 hTeC が開発・製造・販売している ArTecRob0 という製品を使うて、ト

ランスボーターくん」を生.徒1人1台組み立ててもらった。「トランスポーターくノνは、

・一定以上の重さのものを乗せると、タッチセンサーがONになる。

.タッチセンサーがONのとき、2つの赤外線リフレクタカ汁也面の色を調べ、地面

に描かれた黒い線に沿って進む機能を持つ。

というロボットである。ロポットカ沫且み立てられたら、 stⅡd山n0 と呼ぱれるソフト

ウェアを用いて、上記の動作をtるプログラミングを行った。今回は時闇の関係上、

サンプルプログラムを読み込んでこれを各自改良するという方式をとった。ちなみに、

Studuin0では、アイコンプログラミングとブロックプログラミングの2つの方法でプ

ログラミングができるが、本授業ではブロックプログラミングを利用した。ブロック

プログラミングは、 scmtchと呼ぱれるプログラミング言語をカスタマイズしたもの

であり、授業担当者も Scratch を何度か触った二とがあるからである(図 1)

トランスポーターくん

1.(少し重いものを軌せて)
タッチセンサーのスイッチが

押し込まれる.

2.2つの赤外線リフレクタが
地面の色を調へ、

直進
石折
左折
停止

のどれかの行動をとる

タツチセンサー

5.では、ロボットを USB ケープノレでパソコンに接続し、 studuin0 で作成したプロ

グラムコードをロボット上の基盤に転送し、意図したとおりに動くかどうかの検証を

した。そして、数値を変吏tるなどプログラムを改良して動きに変化があるか試した

りもした。
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図1

赤外粒リフレクタ2四

3.まとめと今後

良か0た点と反省点を以下にまとめる。

0理解度や組み立て時問にそれほど差が開かずほぽ時間通"に内容を進めることが

できた。特に受講部邱卿ネしていなか0たが参加者が全員3年生というのも要因のーつ

かもしれない。

Xサンプルプログラムを読み込んで最初の動作検証をしてしまったため、1からプ

ログラミングをするという、楽しさを半減させてしまった。ただ、 1からプログラミ

ングをするとなると、生徒のコンヒュータ操作の熟練度がプログラム開発時間に大き

トランスポーターくんとブロックプログラミング
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く県奨縛してしまうため、生徒によ0て時「1打が余ったり逆に足りなかったりtる可お断生

があ0た。

X3.のアルゴリズムの説明の後、 4,のロポットの組み立てに入ってしまったため、

3.と4、の関述性が希廷だ0たかもしれない。

もし、今後ロボットプログヲミングを行夕易合は、上記の反省点を改善した上でお

こないたし、。

4.藹括辛

今回、受講生1人1人にノートパソコンを用意tるにあたり、お茶の水女子大学恬

報基盤センターのご配應により、予備機を含めたノートパソコンの貸珂・、並びに使用

するソフトウェアやドライバのインストールに対する大幅な作業作肌各化など、様々な

ビ支援をいただきました。ここに往畔L申し上げます。
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